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１．研 究 目 的 

東日本大震災以来、災害時におけるソーシャルワークとは何かが問われ、多くの支援活

動経験者（社会福祉専門職等）の声を基に、ソーシャルワークの期待や課題が整理されて

きた。そして、多くの研究者らが被災地での活動は「特別」なものではなく、ソーシャル

ワークの基本的な考え方や方法により支援が展開されていくことを述べている。報告者ら

もまた、被災した地域を訪問し続け、住民に求められる活動をおこないながら、「特別」で

はない支援の展開に気づかされてきた。  

本研究は、2015 年度および 2016 年度に報告者らとともに被災地域を訪問した学生の活

動記録を整理し、どのようにソーシャルワーク教育に結び付けることができるのか考察す

ることを目的とする。  

 

２．研究の視点および方法 

１）研究の視点 

 これまでに報告者らは被災者の「生活」を強く意識して訪問活動を続けてきた。そのた

め、学生が被災地域を訪問する際も環境と被災者の生活が変化していく過程を目にできる

よう 1 日のスケジュールをプログラム化してきた。そして、学生が実際に観て、聴いて、

感じたことをソーシャルワーク教育に結びつけていくことができるのではないか、これが

今回の報告の視点である。  

２）研究の方法 

2015 年度および 2016 年度の訪問活動は、①被災した建物などを見学し地域の実情を把

握すること、②継続的に活動をおこなう支援グループと合流して仮設住宅に暮らす子ども

たちの遊びをサポートすることの 2 点を特徴に挙げて取り組んだ（活動日数；13 回）。そ

して、参加した学生 49 名に活動記録の記入を依頼して提出を求めた。今回は活動記録を

提出した 33 名を対象に記述された内容をカテゴリー化した。 

 

３．倫理的配慮 

日本社会福祉学会研究倫理指針に則ることに加え、本研究で用いる活動記録内容がこれ

からの学生個人の生活や成績等に影響を及ばさないことを依頼し時に直接説明し、結果は
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個人が特定されないよう統計的な処理や分析をおこなうことで同意を得た。 

 

４．研 究 結 果 

１）学生が感じた被災地の実情 

被災地域を訪問して感想を【被災の衝撃】【復興の状況】【復興への願い】【震災の継承】

の 4 つにカテゴリー化した（表 1）。学生は被災した地域の様子を自身の目で確かめたこと

により、「自分が想像した以上に仮設住宅があり、未だ多くの人が仮設住宅に住んでいるこ

とに驚いた」などと記した。 

２）学生が感じた被災者（地）の困りごと 

学生が感じた被災者（地）の困りごとを【生活の場」】【交通の便】【コミュニティづくり】

【被災者の心情】【支援体制】【復興事業の行方】【震災の風化】【わからない】の 8 つにカ

テゴリー化した（表 2）。学生は仮設住宅での生活が不自由であることを挙げ、「自宅で暮

らしたい思いがある」と被災者の思いを汲み取りながら記していた。 

 

５．考 察 

報告者らがプログラム化した訪問活動を通して、学生は津波被害を受けた建物を目にし

て被害の大きさに衝撃を受けていることがうかがえる。そして、その地域に暮らす人々や

継続的に支援活動をおこなっている人々との出会いから、自らに可能な「援助」を模索し

ていることがうかがえた。しかし、被災地域に暮らす人々の生活の一部に関わらせていた

だき、ソーシャルワークの援助過程を体験的に学んでいくためには、基本的なソーシャル

ワークの考え方や方法を改めて訪問活動の事前・事後に学習する必要がある。また、ソー

シャルワーク教育に結び付けるためには教員のスーパービジョンの役割が大きいことも示

唆された。 

『被災地』と言わる場所には今なお支援を必要としている人々が存在する。だが、全て

が東日本大震災による影響ばかりとは言い難い課題もあるだろう。いつまでも『被災地』

は一括りに支援が必要な場所と捉えることなくソーシャルワークを考えていきたい。 
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